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新しい時代を切り拓く実践経営情報紙 

「手数料無料」の投資信託がついに登場！ 
アクティブ投資の価値がさらに高まる可能性も 
 

 米国の大手資産運用会社フィディリティが、信託報酬0.00％の投資信託を設定した。パッシブ

投資が進む中で、信託報酬の引き下げ競争が活発化していたが、「0.00％」は次元が異なる。運

用がうまくいかなければ、システムの運用・保守などにかかるコストで赤字になる恐れもある。 

 さらに、フィディリティは既存のパッシブ投資商品21本の信託報酬を大幅に引き下げることも

発表。より安価な手数料を求める投資家をかき集める「囲い込み」戦略であることは明らかだ。 

このニュースは資産運用業界に大きな衝撃をもたらしている。米国のライバル社であるバンガ

ードのCIO（最高投資責任者）が「投資家は何か落とし穴がないか自問すべき」とコメントしたこ

とも、一つの影響といえよう。ただ、投資家が着目すべきなのは、このフィディリティの決断に

よって生じる影響かもしれない。額面どおりならば、パッシブ投資への資金流入が推測できる。 

逆に、フィディリティが完全無料の投資信託を設定したということは、「パッシブ投資に旨味

がないと判断した結果」とも考えられる。今回の投信を「客寄せ」として活用し、アクティブ投

資への誘導を強めていく可能性だ。富裕層が拡大傾向にあるといわれている今、アクティブ投資

に資金を出す顧客を重視した中長期的な戦略を立てたとしても不思議はない。「ノー・フリーラ

ンチ（タダ飯はない）」という経済学の格言があるが、その意味を熟考するべき時かもしれない。 

 

 


